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「船の科事」編集の抱負

「 船の科學J倉」刊観を世に途 るに営つて,編集の

り負の一端を抜涯 して,1し の新 しい技術雑誌の意

義 と使命を一暦明確にし一肢υシ御了解を得たいと

思ひます。

本誌は几そ「舟告」に親 しみを持 ち,「船」を造 る

ために勘み ,~til告」をft家 として海洋を潤歩する人
々にとつて,直接御役に立つことを何ようも念願
してゐます。そして「 11与」 と云メ、大 きな目標に向
って■

rLiが 懸命に努力して欲 しいのです .

「船 lを 造 る人tよ ,之を11が、乗え1の人々の気持を

考へて :‖ liヽ の注意を以て最善を蓋すべきでせ う

し,「船Jを動かす人は,そ の能力を」It高 に嚢揮
して,機械 に輩lす るいたわ うの心で「船Jを愛す
べ きで,う 。■L(D様 な考へから,「tl Jに 開係する人

は凡りろ智識 l'面養 して,之 を貫地に自口憲 させる

ことが必要です.本誌の編集方針 もlLの賢汎な部

門に互つてのLrヵゃ技 1lt'-11に 廣め,造1告 と海

運 と云丼、一つの大 きJIヒ界が辻t告家 と海運家相互

の理解 と助 (り 合ひ とに依つて,員に一鰐 とな り日

進月歩することを期待するものであ ります。従来
の技術雑誌の獨善を除 き,狭過ぎる専Fり 的内容を

渉  `
恵 弘 1ヽ

秀 llL i

避け,多忙な日常を過して居 らltる 方々が,僅か

の餘1限に氣業に讀 まれ,しかも血 となり肉となる

と云ふのが我々の望みです。

自分の役目を限定 して,共の中にのみ後生大事

にとぢこもつてゐる方々が 多い様な氣が致 しま

す。少 くとも「 1告」に開係する人は凡りる分野で

「船」に開する直接間接の智識を必要とします。

[船」はそれ程度い問口を持ち,「船」に関係す

る人はそれ程博識でなけllば なうません。「廣 く

浅 く」それで十分 とは思ひませんが先づ之をもの

にしてそれから先に進むべきで あらうと思ひよ

す。本誌の目標 も先づそこにあるといへませう。

「船の科撃」の内容は次の様に分類してありま
す。

◇造船學 (抵抗.推進 猥支・振動 構造.復原性.動霧 .

運動論)◇設計 ◇工作 ◇材料友資け ◇進水 ◇

艤装 ◇修理 ◇熔接及切断 ◇舶用機開 ◇Ilr用電

気及計器 ◇救難 ◇工場組織 ◇漁般及木11 ◇持

殊般 ◇船舶史 ◇船舶法規氏紅r豊 ◇海運 (海返一

般.港潟「海洋)◇ 辻船lJlだ より ◇児場の暉 ◇海

外ニユース及資料 ◇』内ニユース及資料 ◇
'毎

逸紳
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― 船 の 科 學 ―

「船 の 科 學」創 刊 を 就 お、

海運線局船舶局長 大  瀬    進

戦後永い間不況の底に沈倫してゐた我が造船界にも,最近漸 ぐ希望の光がさして末た様に感ぜら
れます。その一は,今後本邦で造 られる日本船舶に,外国船級協合の1皆級を取得する,金が開かれた

事,そ の二は,1喩口llnLの 建造が許可さオし́,木船ではソ連向の曳般及び孵が頼営数建造されつつあ
り,鋼1告ではノルウエー向の捕鯨1告が建造中である事,そ の三は,日 本の造般所で一般タト

=l.Lの
修

繕を行ひ得るようになつた事であります.こ れは我 造々皓関係の仕事に携つてゐる者 としては特に

喜ぶべきことでありますが,同時にそれが皆連合國軍線司令部の厚意によるものであることを銘記

することが必要であります。自「ち我々は誠心誠意を以て事に営つて,そ の厚意に應へなければなり

ません。私は斯 くする事が同時に本邦造船海運の復興にも寄典する所以であると確信致すものであ
ります。ところが日本の造船に開する技術 |よ ,戦時中戦標船の量産に追はれたため著 しい質的退歩
を餘儀なくされ,未だ戦前の水準にも回復してゐないのであります。斯かる現状は連合國軍絶司令
部の厚意に報りるためにも又本邦海運の再建のためにも,・一刻も早 く打開しなければならないので

あつて,海運総局においても過般船舶技術協議倉を設け,造措技術の可及的速かな回復を国 う更に

その進歩酸達を促進するための方策を討究 してゐる次第であります。

此のような時機に造皓海運に開心を持たれる蒼い方々の熱意によつて「般の科畢」が誕生創刊さ

れましたことは,誠に意義深しヽことであります。本誌は,造船海運に開する綜合技術雑誌 であつ

て,そ の内容も理論に偏することなく造船海運の廣い分野においての技術,智識の交流を主眼とす
るもので,日 常の劇務の餘暇にも業しく讀めることが特色であります。多々たる造1告技術雑誌のう

ちに斯かる使命をlFびた「 1告の牟臀判 が生れ出たことtよ 誠に慶賀に堪へません。月を重ね年を重ね
ると共に釜 磯ゝ展する本誌の精木を心から醜耐する次第であります。

造 船 技 術 の 正 道 化

朝 永 研 一 郎

戦時中の所謂 “勝たんがための生産靖張 "は結果 として粗製濫造の弊を生んだこと我が国では周
知の事賞である」造皓工業 もこの例に漏れす折角我々の先輩が明治維剰i以来或は先進国に撃び或は

自らの亥U苦精励に依 り健得 した技術はこの数年間に甚 しく原始的のものに逆戻 うしたことを否み難
い。これは菱念千萬のことに違ひないが然 しこの事責そのものはなほ忍ぶべきである。最も忍び難
いのは戦時式の設計法工作法が技術の常道であるといバ、観念である.戦時式のや り方はJlむ を得ぎ
るに出でたのだといふ観念で

・
あるならば平和になれば正道に復する見込がある.こ で1が営 り前のや

り方だ といふのであつては立ち直 うや うは無い。現在最大の急務はこの観念の是正ではあるまい

か。資材,金融,人員の補充等に封する措置の如 きもこの正道技術のlll念 の上に立つのでなくては

無意味である.          0
これは口や筆で論することは簡単であるが賞行には中々の困難が件メ、。現在造摯作業」1施 の第一

線で活燿 して居る人の多くは戦時中に修業した人で昔からの正道で育つた人はもはや大抵退いて居
る。又昔からの貴重な記録で戦災その他のため燒失姻滅 したものが多い。正道への立て直しのむづ

かしさ力く分る。

然 しこれは是非やらなければならないことである。や り方にはいろいろあらうが “船の科學 "が

造皓學術技術の普及化 と共にこれを大 きな使命の一つ として進むことを望んである。これは大にや

り甲斐のある仕事である。編集同人も努力することは勿論であるが老練なるこの道の先輩諸氏 もこ

の意味で本誌のために十分の協力めらんことを切望する。それと共に若しヽ方々も先人に囚はれない
フレツシユな立場で大に正道技術を論 じて貰ひたい。ここに始めて正道の線に滑 うての技術の進歩
が期待 し得 ると思ふ .
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